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BMSS

［実使用人員に対する流調･循環水量の設定範囲］
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人槽
ブロワ風量 逆洗風量 エアリフト用 逆洗時間

（ℓ／分) (ℓ／分) (ℓ／分) (分) (回)
-

逆洗時刻
逆洗回数

逆洗周期

初期標準設定

流量調整装置

有 有
バルブ目盛

流量調整移送

5人

1.4～2.8
3.6～1.7

1.0～1.9
2.5～1.2

0.7～1.4
1.8～0.8

嫌気ろ床槽　 第1室には骨格様球状ろ材が充填されており間欠定量ポンプにより汚水は第2室に定量移送される。第1
室の上部は流量調整部となっており水位が変動する。第2室は、上向流で移流口はバッフル内の槽底部付近に設置さ
れている。

好気生物ろ過槽  ろ材押さえとろ材受けの間に、φ3.4mmの球状ろ材が充填されいる。ろ材は比重が小さい為、上部ろ
材押さえ付近に位置している。汚水は上向きに流れ、全面ばっ気によって空気が供給されBOD除去が進行する。ろ材
は閉塞を防止する為、タイマー制御にて自動洗浄される。

洗浄装置(自動洗浄)　洗浄用配管より洗浄装置内に送気され、槽上部に位置していたろ材が下側に引き込まれ、槽内
水と混合して洗浄される。ろ材から剥離した汚泥は、洗浄装置に移流し、洗浄汚泥移送管を介して嫌気ろ床槽第1室に
移送される。

循環装置　処理水槽に設置された間欠定量ポンプにより槽内水を嫌気ろ床槽第2室に常時循環する。

※ブロワーは1台、送気配管は2本に分かれていて、1本は散気管、流量調整ポンプと循環ポンプ用送気配管で、もう1
本はろ材洗浄用送気配管です。

保守点検
①流量調整用間欠定量ポンプの移送水量を実測して作動状況を確認する。(上表参照)必要であれば配管途中のオリ
フィスの掃除とポンプ内部の洗浄を行ってください。

②好気生物ろ過槽：気泡が全面に均一に上がっているか確認してください。

③自動洗浄の動作確認を手動に切り替えて行ってください。併せてタイマーの設定時間を確認してください。

④循環用間欠定量ポンプ：循環水量を実測して確認、調整してください。

清掃
①嫌気ろ床槽第1室の汚泥･スカム等は、全量引き抜いてください。第2室は適正量としてください。
その他の単位装置に関しては必要に応じて実施してください。

流量調整移送水量･循環移送水量は、　(1)使用水量(日平均汚水量)　(2)実使用人員 (3)人槽の優先順位
で判断して上記の範囲になるように調整してください。
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有

逆洗装置
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散気バルブ

実使用人員

循環　移送水量(ℓ／分)

流量調整　移送水量(ℓ／分)

10人7人


